
    

 
 

 

「こうでなければ人の命は守れない‥」 
 

23年 10月 26日（水）付けの読売新聞「編集手帳」です。小学生の登校風景、高圧的に横断歩道

を渡らせる警官役の姿に、本職の警察官が「作り物ではない警察官の、日常の優しさだ。こうでな

ければ人の命は守れない」と、感心したことが書かれています。 

本物の役者、本物の演技に感心した‥、というところですが、私は、それ以上に「物でも扱うよ

うに高圧的に移動させる」警察官に、“本物の職業人”の姿を見たような気がします。ややもする

と、「いつもニコニコ優しいお巡りさん」のイメージが先行しますが、本物の職務には、相当の厳

しさが求められているのでしょう。結果的に人の命を守ることができなければ、警察官として失格

なのでしょうから。 

さて、私たちは、本物の職業人として、どうあるべきか‥。 本物の教師のあるべき姿とは‥。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道標（みちしるべ）第 326 号 

 

平成 23 年 10 月 28 日 

校長  稲垣  達也 

 
大滝 秀治（おおたきひでじ） 

1925年（大正 14年）6月 6日生 
 
東京都出身。劇団民藝所属。 

奈良岡朋子と共に劇団代表。 

個性派俳優として評価が高い。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1925%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%886%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%87%E5%9B%A3%E6%B0%91%E8%97%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E5%B2%A1%E6%9C%8B%E5%AD%90

